
６ 研修内容及びスケジュール

科　　目 開催日 会場 自宅学習・課題・修了レポート

対人援助と事例研究

事例研究の基本的枠組み

事例研究の方法としてのケースカンファレンス

事前課題提出期限
令和元年6月14日（金）
必着

事前課題
ソーシャルワークの実践理論に基づき、個人、地域、組織においての相
談援助の基礎が理解できているのかの課題をまとめる。

事例研究のための事例のまとめ方 講義
中間課題（講義を受けた上で、指定されたフォーマットに基づいて
自身の実践事例をまとめる。

実践事例演習Ⅱ 演習

中間課題提出期限
令和元年6月28日(金)必
着

模擬事例検討会
※受講要件：中間課題の提出

演習
令和元年7月6日(土)
10：00～15：30

倉吉体育文化会館
教養室2

修了レポート提出期限 令和元年8月2日(金)必着

科目修了レポート（指定されたフォーマットに基づいて自身の実践事例を
まとめたものを集合研修で相互評価してもらったうえで推敲する。

事前課題提出期限
令和元年6月28日(金)必
着

権利侵害への対処等について、資料集読んでレポートする。

意思決定の支援
※受講要件：事前課題の提出

講義・演習
令和元年7月7日(日)
9:30～16:30

倉吉体育文化会館
教養室2

事後課題提出期限 令和元年8月2日(金)必着
事例を用いた課題を設定し権利侵害対処や意思決定支援につい
てレポートにまとめる。

事前課題提出期限 令和元年7月5日(金)必着

所属組織が所在する自治体で策定している地域福祉計画等が、支援し
ている利用者にとって、計画のどの部分がどのように関係し、実際の支
援にどのように活用できるかについて1200字～1500字程度にまとめる。

地域における福祉活動
※受講要件：事前課題の提出

講義・演習
令和元年7月20日(土)
9:30～16:30

倉吉体育文化会館
教養室1

住民の生活課題や福祉ニーズについて
自宅学習

中間課題①
ヒアリングシートを用いて住民の生活課題や不足している社会資源につ
いて把握する。

生活課題や福祉ニーズの解決
自宅学習

中間課題②
中間課題①のヒアリング結果をもとに、生活課題や福祉ニーズを解決す
るための方法を探る。方法を具体化するための、人的・金銭的・環境的
要因を探り、解決策を導き出す。ニーズ解決に向けた具体的な計画立案
する。

中間課題提出期限 令和元年11月29日(金)必着

地域の課題の解決に向けた具体策について
※受講要件：中間課題の提出

演習・自宅学
習

令和元年12月14日(土)
 9:30～16:30

倉吉体育文化会館
教養室1

事後課題①
中間課題②で立案した計画について演習を踏まえて再考する。
再考した結果を踏まえ、計画を具体化するための、具体策や今後の方向
性について500字程度にまとめる。

自組織に求められている課題や今後の方向性（自
宅学習）

自宅学習

事後課題②
地域の課題解決に向けて、地域の自組織に求められている課題と今後
の方向性について1200字～1500字程度にまとめる。

平成32年1月25日(金)必着

令和元年11月6日(月)必着

事前課題①
所属組織のサービス評価の仕組み・管理方法・評価方法につい
て
事前課題②
所属組織のリスクマネジメントの仕組み、苦情解決システムにつ
いてまとめる。

社会福祉の組織と組織マネジメント
講義・グルー
プ討議

情報共有・継続の仕組み（記録・カンファレン
ス）、サービスの質の管理、サービス評価・第3
者評価

講義・グルー
プ討議

リスクマネジメント、苦情解決システム（苦情受
付・分析・解決）、緊急介入事案の対処方法

講義・グルー
プ討議

令和元年11月10日(日)
9：30～12:30

倉吉体育文化会館
教養室1

事例研究（苦情、リスク、サービス評価） 演習
令和元年11月23日(土)
10：00～16:00

倉吉未来中心セミナー
ルーム②

平成32年1月10日(金)必着

事後課題①
所属組織の枠組みを踏まえ、サービス管理・改善等を行う場合の働きか
け先・方法・タイミング等についてレポートにまとめる。
事後課題②
他職場のサービス管理の方法を知ることで所属組織のサービス管理方
法と対比化し、改善課題をレポートにまとめる。

スーパービジョンのモデルセッション
※受講要件：事前課題の当日提出

講義・演習
令和元年11月24日(日)
10:00～15:00

倉吉未来中心セミナー
ルーム②

事前学習
自己チェックシート（様式1）の記入

新人教育プログラム
※受講要件：事前課題の当日提出

講義・演習
令和2年1月18日(土)
10：00～16：00

倉吉体育文化会館
教養室1

事前課題
実践の振り返りを自己チェックリストを用いて行ってくる。

　56時間

７　申込方法・受講決定・受講料のお支払

　　　①鳥取県社会福祉士会ホームページにログインし、「研修・ＳＶ申し込み」の「申し込みフォーム」からお申し込みください。

　　　②受講申込内容を確認して、受講決定通知書を送付します。（5月末頃の予定）

　　　③受講料は受講決定通知書に記載の方法でお支払いください。

８　申込・問合先

　　　一般社団法人鳥取県社会福祉士会

　　　　　〒689-0201　　鳥取市伏野１７２９－５　鳥取県立福祉人材研修センター内　　　　　　　電話：０８５７－３０－６３０８　　ＦＡＸ：０８５７－３０－６３０９　　　

　　　　　　　　

2019年度基礎研修Ⅲ開催要項

１　研修のねらい　　社会福祉士として共通に必要な知識・技術をふまえた、実践の展開を学ぶ。

２　主　　　　 催　　 一般社団法人鳥取県社会福祉士会

３　受講対象者 　　基礎研修Ⅱを修了した社会福祉士（非会員を含む）

４　定　　　　 員　　 １５人

５　受　 講 　料　　 会　員：３８，０００円 　　　　非会員：７６，０００円

テ　ー　マ

実践評価・実践
研究系科目Ⅰ

【計15時間30
分】

講義

令和元年11月9日(土)
9:30～16:30

倉吉体育文化会館
教養室1

事後課題提出期限 

令和元年6月22日(土)
 9:30～16:30

事前課題①②提出期限 

サービス管理・
経営系科目Ⅰ

【計11時間】

事後課題①②提出期限

人材育成系科
目Ⅰ

【計　9時間】

申込締切：５月２０日（月）

倉吉体育文化会館
小研修室1

令和元年6月23日(日)
10:00～16:00

倉吉未来中心セミナー
ルーム②

権利擁護・法学
系科目

【計6時間】

地域開発・政策
系科目

【計9時間30分】

1


